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（成果情報名）食品残さ飼料の製造方法とコストに関連する要因

[要約] ボイル乾燥法と湿式で流通する発酵リキッド法の食品県内で稼働している、

残さ 、製造方法と製造コスト、飼料の特徴等の聞き取り調査を行飼料化施設について

った。ボイル乾燥法の製造コストは133円/kgで、施設の年間償却額は、製造コストの

約半分と高率であり、乾燥のエネルギーコストが変動費の52.9％を占めた。

発酵リキッド法は乾燥法に比べ飼料化工程も簡単なことから、生産コストは水分82

%程度の湿物で11.87円/kg、水分10%の乾物に換算すると58.8円/kgと乾燥法より安い

が、発酵リキッド試料のタンクローリー等による輸送コストが、飼料乾物換算では5.

3円/㎏とコストの10%を占めた。 飼料栄養成分は、ボイル乾燥法は水分8.8%で高蛋白

質であるが、乾燥後の脱脂工程により粗脂肪は5%程度に脱脂され、ほぼ通常の配合飼

料と同様の飼料原料としての取り扱いが出来る。一方、発酵リキッド飼料は乳酸発酵

と流動性をよくするため水分は多く、豚の満腹感から摂取量が制限され、必要栄養量

。の不足が予測されるため、乾物換算では、高蛋白質、高脂肪に調整されていた
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「食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律」の整備により、各地で[背景・ねらい]

飼料化施設の整備が進められ、一部で稼働されはじめている。しかし、養豚農家は、食品残さ

軟脂豚の原因となる植物油の混入が少なく、安心して安定的に利用できる安価な飼料原料と

しての提供を求めている。そこで、県内で稼働され始めた２カ所の食品残さの飼料化プラン

についてボイル乾燥法と、湿式で流通する発酵リキッド法について、その製造方法と製ト

造コスト・飼料としての特徴について聞き取り調査を行った。

[成果の内容・特徴]

1 ボイル乾燥法は縦型円筒の側面が２重構造となって、内面がスチームで加熱され、残さ

類は壁面から伝達熱を受け105℃で煮沸乾燥される。乾燥後脱脂工程を経て養豚飼料として

問題となる油脂を5%程度に減じ、一般流通飼料として利用できる形状、品質である。

2 発酵リキッド法は残さ類を選別加水し高温殺菌、自然冷却で60℃以下となった時点で乳

酸菌を添加し、撹拌槽で24～48時間乳酸発酵を行い、ｐＨ4程度の酸性にして保存性を高め

て、タンクローリーで養豚農家に配送される。リキッド給餌導入のためには新たな給餌シ

ステムが必要である。

3 残さ飼料の製造コストはボイル乾燥法で133円/kg、リキッド法で58.8円/kgと養豚飼料

としては高価で、実用化には排出側の負担や施設整備への公的負担等が望まれる。

[成果の活用面・留意点]

残さの養豚飼料化は成分の変動や問題となる植物性油脂や塩分の混入量のチェック、品

質確保と、はし等不食物の混入回避のためのトレーサビリティシステムの確立が望まれる。



[具体的データ]

図１ ボイル乾燥法の処理模式図 図２ 発酵リキッド処理模式図

表１ 発酵リキッド飼料の成分値(%)ボイル乾燥飼料及び

発酵リキッド飼料
飼料成分 残さボイル乾燥飼料 リキッド 乾物換算

水分 81.9 10.08.8
粗蛋白質 20.519.0
粗脂肪 10.05.9
粗繊維 1.52.2
粗灰分 4.511.6
ＮＦＥ 53.552.5

2.0塩分

図３ ボイル乾燥法による乾燥残さ飼料の製造コス 図４ 食品残さの発酵リキッド飼料生産

ト（㎏単価＝（（固定費＋流動費）-（受け入れ収 コストに及ぼす一日生産量と食品残

入））／年間製造残さ乾燥飼料）に及ぼす受け入 さ受け入れ単価（乾物換算）の関係

れ量及び受け入れ収入との関係
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